
主催 教育研修サークル 北の教育文化フェスティバル

と き：2009／12／5(Sat)
10:00～15:30

ところ：パワスポ留萌
（留萌地域人材開発センター）

〒077-0014 留萌市南町１丁目
0164-42-0348

参加費：\3,000(お弁当代を含みます

当日お支払い下さい）

＜主な講師情報＞
山田洋一 【著書】
●堀裕嗣編／山田洋一編／教育実践研究サークルふろむA著『学級経営力・中学年学級担任の責任』（明
治図書）●佐藤幸司編『とっておきの道徳６～８』（日本標準）●上條晴夫編『やる気と集中力を持続さ
せる授業ミニネタ＆コツ101』各教科（学事出版）●朝日新聞社編『いちばん受けたい授業』（朝日新聞
出版社） 他

高橋正一 【著書】
●堀 裕嗣編／石川晋編『学級経営力・特別支援教育の展望』（明治図書）●堀 裕嗣編／山田 洋一編／教育実践
研究サークルふろむA著『学級経営力・中学年学級担任の責任』（明治図書）●上條晴夫編『教師のためのキャラクタ
ートーク術―安心感が子どもの可能性をひらく』（たんぽぽ出版）他

平嶋大。【著書】
●上條晴夫・進藤聡彦 編『ゲームで身につく学習スキル』（図書文化）●堀裕嗣・山田洋一編 『学級
経営力・中学年の学級担任の責任』（明治図書）

湯藤瑞代。【著書】
●堀裕嗣・石川晋編『学級経営力・特別支援教育の展望』（明治図書）。

梶 倫之 【著書】
●堀 裕嗣編／石川晋編『学級経営力・特別支援教育の展望』(明治図書) ●有田和正監修・古川光弘編『授業力の
開発シリーズ№６－こんな板書が子どもの思考を発展させる 算数・理科・他編－』（明治図書）

教育研修サークル北の教育文化フェスティバルとは…

北海道でより実践的な教育研修の場をつくりたいと，７年前から活動している教員による研修サークル。

道内外より講師を呼び，定期的に「アップゼミ」「北の教育文化フェスティバル」等，研修会を開催して

いる。サークルメンバーが講師をつとめる「教員研修セミナーNext one（旧教師力アップゼミ）」は，こ

れまで稚内，岩見沢，小樽で開催。各地で好評を得ている。

【テーマ】

①授業の「how to」を振り返る
②通知表に生かす「子どもの評価」



①下の申込用紙に必要事項をお書きの上、下記へ郵送・FAX・Eメールのいずれかで
お申し込みください。（FAXでお申し込み込みの場合は「かがみ」等は不要です）

・申込先 山田 洋一
・住所 〒067‐0041 江別市元江別本町18－4
・FAX 011－802-6263 （午後9時以降厳禁・非通知設定不通）
・Eメール yoichi17@seagreen.ocn.ne.jp
・ホームページ http://www.geocities.jp/kitafes/index.htm

http://www1.ocn.ne.jp/~naonami/index.html

②申込締め切り １２月 ４日(金)

第5回教員研修セミナー Nextone in 留萌 申込用紙

お申込日

お名前

勤務学校名

ご自宅住所 〒

ご自宅電話番号

Eメール

補足・伝言など

午前（How toの部）

9:45～10:00 受付

10:00～11:00 講座１

「模擬授業からHow toを学ぶ」

1)算数

平嶋 大(稚内市立稚内南小学校）

2)国語

高橋正一（枝幸町立岡島小学校）

3)特別支援

湯藤瑞代（北海道紋別養護学校）

☆ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 山田洋一（北広島市立大曲東小学校）

11:05～12:00 講座２

「授業シンポジウム

～見えるHOW TO 見えないHOW TO～」

1)授業者 山田洋一

ｼﾝﾎﾟｼﾞｽﾄ 平嶋大

梶 倫之（留萌市立東光小学校）

2)授業者 石川亜紀（深川市立北新小学校）

ｼﾝﾎﾟｼﾞｽﾄ 山田洋一 高橋正一

午後（評価の部）

12:00～13:00 昼食・休憩

13:00～14:00 講座３

「所見ワークショップ」

1)子どもウォッチング 子どもライティング

梶 倫之

2)ワークショップ

親子で笑顔になれる所見の書き方

山田洋一

14:05～15:05 講座４

「私の所見～この所見が生まれるまで」

湯藤瑞代 平嶋 大 石川亜紀

15:10～15:30 講座５

「対談：How toをどう研修の中に位置づけるのか」

山田洋一 × 湯藤瑞代


